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   In 11 years between January, 1974 and December, 1984 114 patients (92 males and 22 females) 
were admitted to our departments for urologic injuries. As there were four patients with multiple 
injuries (both kidneys 1, kidney and ureter 1, kidney and urethra 1, and bladder and urethra 1), 
the number of cases with kidney, ureter, bladder and urethral injuries were 76 (64%), 33 (28%), 6 
(5%) and 3 (3%), respectively. The most frequent incidence was in the second decade.Out of 
the 75 cases of renal injuries there were 42 cases (56%) of contusions, 21 (28%) of lacerations, 7 
(9.3%) of ruptures and 5 (6.7%) of pedicle injuries. Only 14 cases (18.7%) were treated surgically, 
namely six by nephrectomy and eight by a conservative approach (suture I, drainage 3, partial ne-
phrectomy 3 and pyeloplasty 1). Of the 3 cases of ureteral injuries all cases were treated surgically. 
Of the 6 cases of bladder injuries four cases were treated surgically. Of the 33 cases of urethral 
injuries 10 cases were complicated by fractures of the pelvis. Twenty three cases (74%) were treat-
ed surgically.















統 計 的 観 察
　 1.性 別 お よび年 齢(Fig.1.Table　1)
　 男子92例,女 子22例 で 男 女 比 は4対1で あ った.
年 齢 分 布 は10代が23例と最 も多 く,次 い で20代,30代
が各19例,40代,50代が各15例,10歳未 満 が11例,60
代 お よび70歳以 上 が 各6例 の順 で あ った
56 泌尿紀要　33巻　 1号　1987年
　 2.受傷器官(Table　1)




































































































計 33 6 28 6 2　　 75
落によるものが多く,スポーツ外傷はサッカーとスキ








鈴木 ・ほか:尿路外傷 ・統計 57
Table　3.腎交通外傷の受傷状態


















計 0 0 12(4) 5 1 15　(1)　　 　33　(5)
()内 は女子例数
Table　4.腎 一 般 外 傷 の 原 因
年齢
0～9　 　　10～19　 　 20～29　 　 30～39　 　 40～49　 　 50～59　 　 60～69　 　70～ 計
原因








　 　 　 　 2(1)
4　(2)　　 　1　(1)



























































例,墜 落 ・転落2例,打 撲2例,孫 に踏まれた1例 で





















































































Table　8,腎 外 傷 の主 訴
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因は一般外傷3例,交 通外傷2例,職 業外傷1例 であ
った.これらのうちで飲酒後の受傷が50%を占めた.
症状では受傷後のシ 。ックを2例,血 尿を4例に認め
た.破裂部位は頂部3例,左 壁1例,頂 部 と左壁1例,





合 併 症 内　訳 例　数　　計(%)
　　　　　　　 骨　　　盤
　　　　　　　 肋　　　骨










































































計 21 12 33




























計 33 21 11 5 4
Table　13.尿 道外 傷 の治 療 法(不 明2例 を除 く31例につ いて)















計 8 14 6 3 31
　 (5)術後 尿 道 狭 窄
　 外科 的 治療 を 行 な った23例に つ い て術 後 狭 窄 の 発 生
を み る と,球 部 で は経 会 陰 的 端 端吻 合 術12例 中6例
(50%)に,ま たpull-through法2例中1例(50%)
に み られ た.膜 様 部 で はinterlocking(Banks)法6
例 中5例(83%),経 会 陰 的 端 端 吻合 術 で は2例 中2
例(100%o)に狭 窄 を生 じ,pull-through法で は1例
だ が 狭 窄 を 生 じなか った(Table　14).
総括ならびに考察
Table　14.術式と術後尿道狭窄発生率
術 式 例数 欝 発罐
球 　 部

























計 23　　 14 61
えられた.最 も多 くみられた腎外傷の受傷年齢は10代,
20代,30代と社会的に活発な年齢層が60%を占め,大
原ら8)の64%とほぼ同 じ成績であった,一 方,最 近の
道路交通情勢により幼小児の受傷の増加が予想される
が,最近の報告をみると10歳未満の受傷が14～17%で
鈴木 ・ほか:尿 路外傷 ・統計
あり2・8),　われわれの統計でも14%と10年前の佐藤ら
10)の8%よりも多くなっている.









































傷に対 しては7例 中5例 に手術を行なって腎摘例は1
例もな く,部分切除3例,実 質縫合1例 　ドレナージ
1例であった,佐藤 ら1。)では保存手術例はなく他の報
61
告 で は33～4・3%5・i2)が保存 手 術 に成 功 して い る.腎 茎
断 裂 に 対 して はわ れ わ れ の症 例 を含 め 本邦 で保 存 手 術
が な され た 報 告 は な い と思 われ る.し か し,欧 米 で は
Stablesら19)が外 傷 性 腎動 脈 閉 塞 症 の21例中2例 に グ
ラ フ トを用 い た 腎 動脈 再 建 術 を 行 な って お り,　 Cass
ら20>は21例中3例 に 血 管縫 合 に よ る腎保 存 手術 を 行 な
って い る.
　 合 併 症:75例 中32例(43%)に 合 併症 を認 め た.本
邦 文 献 では36.8～83%2・6,7・s・10・11)と幅 が あ った.
　 予 後:わ れ わ れ の75例では 腎外 傷 に よる死 亡 例 は1
例 もなか った,他 の文 献 で も腎外 傷 に よ る死亡 例 は な




















ち2例 が腎孟尿管移行部(以 後PUJと 称す)で の断





















　 治療;保 存的治療(経 尿道的バルンカテーテル留置







































よ り尿 道 狭 窄 の 発生 率 が 異 な り,金 沢 ら13)によれ ば尿
道 狭 窄 を きた しやす い順 か ら端 端 吻 合,pull・through
法,Inter!ocking(Banks)法で あ った と述べ,松 岡
ら3)はBanks法を行 な った うち の60%に術 後 狭 窄 を
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